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河
川
で
は
、
債
務
負
担
行

為
の
設
定
に
よ
り
発
注
の
平

準
化
、
適
正
工
期
の
確
保
と

と
も
に
出
水
期
を
避
け
た
工

事
実
施
を
可
能
に
す
る
。

　

令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）

東
日
本
台
風
被
害
を
受
け

て
、
再
度
災
害
防
止
の
た
め

進
め
て
い
る
い
わ
き
市
・
夏

井
川
（
好
間
川
）
の
河
川
災

害
復
旧
助
成
事
業
に
は
２
件

の
債
務
を
設
定
。
掘
削
工
や

　

昨
年
国
が

公
表
し
た
南

海
ト
ラ
フ
地

震
の
最
新
被

害
想
定
に
よ

る
と
、
静
岡

県
か
ら
宮
崎

県
に
か
け
て
一
部
で
震
度

７
、
そ
の
周
辺
は
広
く
震
度

６
強
～
弱
の
揺
れ
が
発
生
す

る
と
の
こ
と
。
揺
れ
の
後
に

は
10
㍍
以
上
の
津
波
が
押
し

寄
せ
大
き
な
被
害
が
出
る
と

想
定
さ
れ
て
い
る
▼
過
去
の

災
害
か
ら
津
波
被
害
に
意
識

が
向
く
が
、
地
震
に
よ
る
建

物
被
害
も
相
当
数
予
測
さ
れ

て
い
る
。
地
震
後
の
津
波
や

液
状
化
、
傾
斜
地
崩
壊
で
は

な
く
、
直
接
の
揺
れ
が
原
因

の
全
壊
被
害
が
60
万
件
以
上

と
想
定
。津
波
避
難
の
前
に
、

ま
ず
揺
れ
を
耐
え
忍
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
住
宅
の
耐

震
化
と
家
具
等
の
固
定
が
地

震
防
災
の
最
優
先
と
提
言
さ

れ
る
の
も
納
得
だ
▼
建
物
等

の
倒
壊
被
害
と
い
え
ば
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
が
、
そ
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
興
味
深
い
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
木
造

住
宅
の
耐
震
技
術
向
上
や
伝

統
技
術
継
承
を
目
的
に
始
ま

っ
た
競
技
会
「
木
造
耐
力
壁

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」、
現
在

は
「
壁
―

１
（
カ
ベ
ワ
ン
）

Ｇ
Ｐ
」
と
し
て
発
展
し
て
い

る
。
実
物
大
の
木
造
耐
力
壁

を
組
み
立
て
、
２
体
ず
つ
足

元
を
固
定
し
た
状
態
で
桁
を

引
き
合
わ
せ
、
一
方
の
壁
を

破
壊
す
る
勝
負
。
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
の
ほ
か
耐
震
性
、
デ

ザ
イ
ン
性
等
の
合
計
得
点
と

コ
ス
ト
に
よ
り
総
合
優
勝
者

が
決
ま
る
。
昨
年
は
熊
谷
組

が
総
合
優
勝
の
ほ
か
耐
震
部

門
賞
に
も
輝
い
た
▼
技
術
者

た
ち
は
毎
年
大
会
に
向
け
技

を
磨
く
こ
と
で
技
術
向
上
が

図
ら
れ
、
外
向
け
に
も
楽
し

く
観
戦
し
な
が
ら
耐
震
知
識

を
深
め
ら
れ
る
面
白
い
取
り

組
み
だ
。
さ
ら
に
注
目
度
が

高
ま
り
、
地
震
防
災
に
も
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。（
堀
）

福 島 地 方 
環境事務所

Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
は
７
件

特
定
帰
還

居
住
区
域　

解
体
除
染
な
ど
50
億
以
上
４
件

災
復
助
成
事
業
を
進
捗

災
復
助
成
事
業
を
進
捗

県

土

木

部


年
度
債
務 
県
営
６
団
地
改
善
工
事
も

夏井川、好間川双葉町長塚
中 野 地 区

業
務
委
託
へ
Ｕ
Ｒ
公
募
手
続
き

新
産
業
団
地
の
事
業
化
検
討

新
産
業
団
地
の
事
業
化
検
討

磐越道４車化

13
億
以
上
、土
木
２
件

東
日
本
高
速

発
注
見
通
し　

常
磐
道
で
３
橋
上
部
工

た び と
中央風力

Ｇ
Ｆ
、
近
く
造
成
着
工

環
境
ア
セ
ス

評
価
書
公
表　

29
年
11
月
運
転
開
始

県内市町村の
ダンピング対策

工
事
・
未
導
入
ま
だ
４
団
体

業
務
取
り
組
み
な
お
遅
れ

日銀短観

建
設
業
、
や
や
上
向
き
に

先 

行 

き

大
幅
悪
化　

設
備
投
資
は
下
方
修
正
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全産業

建設業

　

県
土
木
部
が
２
０
２
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
で
新
規
設
定
し
た
債
務
負
担
行
為

は
62
件
で
、
こ
の
う
ち
河
川
港
湾
、
建
築
各
総
室
分
は
22
件
。
河
川
関
係
は
、
南
相
馬
市
・

太
田
川
な
ど
の
河
道
掘
削
工
に
一
括
し
て
限
度
額
６
億
９
６
０
０
万
円
の
２
カ
年
債
務

を
設
定
。
い
わ
き
市
・
夏
井
川
、
好
間
川
で
、
河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
の
早
期
完
了

を
目
指
し
て
事
業
を
進
捗
さ
せ
る
。‌〈
左
欄
に
工
事
関
係
一
覧
〉�

対　象　 場　所 工事内容 限度額 期間

草野下神谷地区海岸(いわき市平
下神谷)

①ブロック据付工一式
②仮道工･仮締切工一式

200,000 2027年度

太田川ほか(南相馬市原町区米々
沢ほか)

河道掘削工一式 696,000 2027年度

小浜川ほか(二本松市小浜ほか) 護岸工､樋管工一式 240,300 2027年度

小泉川(相馬市中村)
護岸工､仮設工､支障物
移転補償一式

100,000 2027年度

右支夏井川(小野町大字小野新
町)

旧橋撤去工一式､橋梁下
部工(逆T式橋台)2基､護
岸工一式

50,000 2027年度

四時ダム･ＣＣＴＶ設備改良工事
(いわき市川部町大沢)

ＣＣＴＶ設備改良一式 145,000 2027年度

こまちダム･テレメータ放流警報設
備改良工事(小野町大字菖蒲谷)

テレメータ･放流警報設
備改良一式

70,000 2027年度

真野ダム･堤体気象観測設備改良
工事(飯舘村大字大倉字松ヶ平)

堤体･気象観測設備改良
一式

160,000 2027年度

真野ダム･遠隔監視設備改良工事
(飯舘村大字大倉字松ヶ平)

遠隔監視設備改良一式 28,500 2027年度

真野ダム･繋船設備改良工事(飯
舘村大字大倉字松ヶ平)

繋船設備改良一式 6,500 2027年度

夏井川･好間川(いわき市平塩ほ
か)

掘削工､盛土工､護岸工
一式

470,000 2027年度

夏井川(いわき市平塩ほか) 掘削工､護岸工一式 490,000
2026～
27年度

町屋(小野町大字夏井字町屋) 張ブロック修繕工一式 60,000 2027年度

本町一丁目1号ほか(二本松市本
町一丁目ほか)

法枠工､擁壁工一式 205,800 2027年度

金坂１号地区(いわき市内郷内町
金坂)

防護柵工48m 80,000 2027年度

航空灯火監視制御装置更新事業
(玉川村大字北須釜)

制御装置更新一式 288,000 2027年度

蓬莱団地(福島市蓬莱町) 内部改善12戸 61,434 2027年度
鎗ケ池団地(郡山市安積町荒井) 内部改善20戸 82,251 2027年度
真舟団地(白河市字真舟) 内部改善24戸 119,942 2027年度
錦町団地(会津若松市錦町) 内部改善30戸 145,692 2027年度
秋山団地(いわき市内郷綴町) 内部改善20戸 105,843 2027年度
湯長谷団地(いわき市常磐上湯長
谷町)

外壁および屋上防水改
修40戸

131,520 2027年度

※債務負担の限度額単位千円には現年2026年度の計上額は含まない

2026年度予算における県土木部の新規設定債務負担行為(道路関係以外)

河川事業費

ダム事業費

河川災害復旧助成費

空港維持補修費

河川海岸改良費

砂防施設費

県営住宅改善工事

砂防事業費

河川海岸維持管理費

砂防施設維持管理費

盛
土
工
、
護
岸
工
を
発
注
し

事
業
の
進
捗
を
図
る
。

　

砂
防
関
係
は
、
維
持
管
理

費
で
小
野
町
・
町
屋
と
、
工

事
で
①
二
本
松
市
・
本
町
１

丁
目
１
号
ほ
か
②
い
わ
き

市
・
金
坂
１
号
地
区
に
２
カ

年
債
務
を
取
り
、
法
枠
工
、

擁
壁
工
、
防
護
柵
工
を
発
注

す
る
。

　

県
営
住
宅
は
６
団
地
で
改

善
工
事
発
注
の
た
め
の
２
カ

年
債
務
を
設
定
し
た
。
福
島

市
・
蓬
莱
な
ど
５
団
地
で
内

部
改
善
、
い
わ
き
市
・
湯
長

屋
団
地
で
外
壁
、
屋
上
防
水

改
修
工
事
を
行
う
。

‌

※
道
路
関
係
の
新
規
債
務
は

３
月
30
日
付
に
掲
載�​

　

㈱
Ｇ
Ｆ
（
徳
島
県
阿
南
市

黒
津
地
町
山
下
５
の
１
、
藤

崎
耕
治
代
表
取
締
役
）
は
、

仮
称
・
た
び
と
中
央
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
に
近
く
着

工
す
る
。
１
日
に
環
境
影
響

評
価
書
を
公
表
し
た
。

　

い
わ
き
市
田
人
町
の
稜
線

上
に
出
力
４
２
０
０
㌔
㍗
の

風
力
発
電
機
13
基
を
建
設
す

る
。
最
大
出
力
は
５
万
４
６

０
０
㌔
㍗
。
事
業
実
施
区
域

を
５
３
０
・
２
㌶
（
準
備
書

段
階
６
０
５
・
６
㌶
）
に
絞

り
込
ん
だ
ほ
か
、
経
済
産
業

大
臣
の
勧
告
を
踏
ま
え
、
残

土
が
発
生
し
な
い
計
画
に
見

直
し
た
。
２
０
２
９
年
11
月

の
運
転
開
始
を
目
指
す
。

　

工
事
は
造
成
（
工
期
４
月

～
27
年
10
月
）、送
電
線
（
４

月
～
28
年
１
月
）、
風
車
基

礎
（
27
年
10
月
～
28
年
７

月
）、
変
電
所
（
28
年
３
～

８
月
）、
風
車
輸
送
据
付

（
28
年
８
月
～
29
年
７
月
）

を
予
定
し
て
い
る
。

　

送
電
線
は
架
空
か
地
下
埋

設
に
よ
り
総
延
長
18
・
２
㌔

を
整
備
。
運
転
設
備
管
理
事

務
所
は
い
わ
き
市
遠
野
町
上

遠
野
地
区
に
建
設
す
る
。

　

環
境
影
響
評
価
書
の
作
成

は
日
本
気
象
協
会
に
委
託
し

た
。
５
月
７
日
ま
で
県
庁
、

い
わ
き
市
役
所
、
同
社
Ｈ
Ｐ

な
ど
で
縦
覧
。

　

国
土
交
通
省
は
、
地
方
自

治
体
の
工
事
・
業
務
に
お
け

る
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
導
入

状
況
（
２
０
２
５
年
６
月
時

点
）
を
集
計
し
、
都
道
府
県

別
に
地
図
上
で「
見
え
る
化
」

し
た
。
工
事
で
は
、
最
低
制

限
価
格
、
低
入
札
価
格
調
査

制
度
と
も
未
導
入
の
市
区
町

村
が
前
年
度
の
69
団
体
か
ら

58
団
体
ま
で
減
少
し
た
も
の

の
、
両
制
度
の
実
施
率
（
随

意
契
約
を
除
く
全
入
札
に
占

め
る
両
制
度
を
設
定
し
た
入

札
の
割
合
）
が
90
％
を
下
回

る
市
区
が
18
・
１
％
あ
る
な

ど
、
実
効
性
に
課
題
の
あ
る

市
区
町
村
も
残
っ
て
い
る
。

県
内
で
両
制
度
と
も
未
導
入

の
団
体
は
59
市
町
村
中
４
団

体
。
前
年
調
査
か
ら
は
３
団

体
減
っ
た
。

　

国
交
省
は
、
入
札
契
約
適

正
化
法
に
基
づ
く
実
施
状
況

調
査
の
結
果
を
再
集
計
し
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
「
見
え

る
化
」
と
し
て
毎
年
度
公
表

し
て
い
る
、
周
辺
の
自
治
体

と
対
策
の
実
施
状
況
を
地
図

上
で
可
視
化
し
、
対
策
が
遅

れ
て
い
る
市
区
町
村
に
対
策

の
強
化
を
働
き
掛
け
る
の
が

狙
い
だ
。

　

工
事
の
最
低
制
限
価
格
を

未
導
入
の
市
区
町
村
は
全
国

で
１
４
４
団
体
、
低
入
札
価

格
調
査
制
度
は
８
６
０
団
体

あ
っ
た
。
県
内
市
町
村
は
、

最
低
制
限
価
格
未
導
入
が
５

団
体
、
低
入
札
価
格
調
査
は

41
団
体
が
導
入
し
て
い
な

い
。

　

全
国
で
、
最
低
制
限
価
格

の
設
定
水
準
が
最
新
（
２
０

２
２
年
）
の
中
央
公
契
連
モ

デ
ル
を
下
回
る
市
区
は
17
・

１
％
、
町
村
は
28
・
８
％
。

県
内
は
最
低
制
限
価
格
で
18

団
体
（
低
入
札
価
格
調
査
５

団
体
）
が
22
年
モ
デ
ル
（
相

当
）
か
、
そ
れ
を
上
回
る
水

準
と
し
て
い
る
が
、
半
数
超

の
31
団
体
（
低
入
札
価
格
調

査
11
団
体
）
は
算
定
式
非
公

表
。

　

ま
た
未
導
入
団
体
を
含
め

17
団
体
は
、
24
年
度
の
入
札

で
両
制
度
を
運
用
し
た
実
績

が
な
か
っ
た
。

　

全
入
札
案
件
で
両
制
度
を

運
用
し
て
い
た
の
は
相
馬
を

除
く
12
市
と
只
見
、北
塩
原
、

西
会
津
、
磐
梯
、
湯
川
、
三

島
、
昭
和
、
国
見
、
川
俣
、

西
郷
、
矢
吹
、
石
川
、
古
殿
、

大
熊
の
26
団
体
。

　

国
交
省
は
、
制
度
を
導
入

し
て
も
、
制
度
の
対
象
範
囲

が
狭
い
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策

の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
と
し
て
、
自
治
体
に
改

善
を
求
め
て
い
る
。
都
道
府

県
・
政
令
市
で
は
、
随
意
契

約
を
除
く
全
発
注
工
事
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
の
制
度
を
導

入
し
て
い
る
工
事
が
90
％
を

超
え
て
い
る
。
一
方
、
市
区

町
村
で
は
実
施
率
90
％
を
超

え
て
い
る
市
区
が
81
・
８
％
、

町
村
が
62
・
６
％
と
な
り
、

実
効
性
に
依
然
と
し
て
課
題

が
あ
る
。

　

ま
た
、
業
務
の
ダ
ン
ピ
ン

グ
対
策
の
実
施
状
況
は
、
最

低
制
限
価
格
・
低
入
札
価
格

調
査
制
度
の
い
ず
れ
も
未
導

入
の
市
区
町
村
が
全
国
で
６

４
２
団
体
（
36
・
９
％
）
と
、

工
事
に
比
べ
て
制
度
の
導
入

が
遅
れ
て
い
る
。
都
道
府
県

で
も
、
福
岡
県
が
い
ず
れ
の

制
度
も
導
入
し
て
い
な
い
。

　

県
内
で
は
①
測
量
②
建
築

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
③
土
木
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
④
調
査
―
の

４
業
種
す
べ
て
で
制
度
を
導

入
し
て
い
な
い
の
は
。
最
低

制
限
価
格
で
27
団
体
（
前
年

30
団
体
）、
低
入
札
価
格
調

査
制
度
で
52
団
体
（
前
年
同

数
）
だ
っ
た
。

　

県
内
市
町
村
で
工
事
の
算

定
式
に
最
新
モ
デ
ル（
相
当
、

以
上
）
の
水
準
を
設
定
し
て

運
用
し
て
い
た
団
体
は
次
の

通
り
。

　

▽
最
低
制
限
価
格
＝
会
津

若
松
、
下
郷
、
湯
川
、
会
津

美
里
（
変
動
型
）、
郡
山
、

伊
達
、
大
玉
、
天
栄
、
西
郷
、

玉
川
、
平
田
、
い
わ
き
、
南

相
馬
、
楢
葉
、
富
岡
、
川
内
、

大
熊
、
葛
尾
▽
低
入
札
価
格

調
査
＝
湯
川
、
郡
山
、
大
玉
、

い
わ
き
、
富
岡

　

日
本
銀
行
福
島
支
店
が
１

日
発
表
し
た
企
業
短
期
経
済

観
測
３
月
調
査
結
果
（
本
県

版
）
に
よ
る
と
、
建
設
業
の

業
況
判
断
Ｄ
・
Ｉ
値（「
良
い
」

―
「
悪
い
」
企
業
構
成
比
）

は
マ
イ
ナ
ス
４
と
、
前
回
12

月
調
査
ま
で
横
ば
い
が
続
い

て
い
た
が
、
や
や
上
向
き
と

な
っ
た‌

《
グ
ラ
フ
参
照
》�​。

前
回
調
査
で
は
マ
イ
ナ
ス
20

の
大
幅
悪
化
を
予
測
し
て
い

た
が
、
４
㌽
改
善
し
た
。
先

行
き
は
マ
イ
ナ
ス
16
と
12
㌽

の
悪
化
を
見
込
ん
で
い
る
。

24
年
９
月
の
調
査
時
に
マ
イ

ナ
ス
４
と
、
11
年
６
月
以
来

の
「
悪
い
」
超
と
な
り
、
そ

こ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て

い
る
。
６
月
に
は
マ
イ
ナ
ス

20
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
９
、

12
月
と
マ
イ
ナ
ス
８
で
横
ば

い
だ
っ
た
。

　

２
月
26
日
～
３
月
31
日
に

１
７
１
社
（
製
造
業
62
、
非

製
造
業
１
０
９
。
う
ち
中
小

企
業
は
製
造
業
35
、
非
製
造

業
83
）
に
調
査
し
回
答
を
得

た
。
回
答
率
98
・
３
％
。
調

査
対
象
企
業
の
見
直
し
を
行

っ
て
お
り
、
新
規
調
査
先
に

予
備
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
25
年
12
月
の
計

数
等
で
新
規
調
査
対
象
企
業

を
含
め
た
新
ベ
ー
ス
で
再
集

計
し
て
い
る
。

　

製
造
業
は
、
24
年
９
月
に

プ
ラ
ス
１
と
好
転
し
、
そ
の

後
０
で
横
ば
い
を
続
け
、
９

月
に
プ
ラ
ス
２
と
４
期
ぶ
り

に
上
昇
。
12
月
も
横
ば
い
だ

っ
た
。
今
回
は
プ
ラ
ス
５
の

好
調
を
予
想
し
て
い
た
が
、

２
㌽
下
降
し
０
と
な
っ
た
。

　

非
製
造
業
は
24
年
12
月
に

プ
ラ
ス
５
と
な
っ
た
が
、
そ

の
後
３
期
連
続
プ
ラ
ス
４
で

推
移
。
12
月
に
は
２
㌽
上
昇

し
プ
ラ
ス
６
と
な
っ
た
が
、

予
想
以
上
に
落
ち
込
み
プ
ラ

ス
１
と
な
っ
た
。

　

先
行
き
は
製
造
業
、
非
製

造
業
と
も
２
㌽
悪
化
し
マ
イ

ナ
ス
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

製
造
業
で
は
、
繊
維
が
50

㌽
、
電
気
機
械
も
17
㌽
の
大

幅
悪
化
。
一
方
、
好
調
が
続

く
汎
用
・
生
産
用
・
業
務
用

機
械
は
15
㌽
増
の
プ
ラ
ス

29
。
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
輸
送

用
機
械
は
プ
ラ
ス
25
と
50
㌽

上
昇
し
た
。

　

非
製
造
業
で
上
昇
し
た
の

は
建
設
の
ほ
か
、
対
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
（
プ
ラ
ス
25
）
の

み
。

　

先
行
き
は
製
造
業
で
上
昇

す
る
業
種
は
な
く
、
非
製
造

業
で
は
卸
売
が
５
㌽
、
対
事

業
所
サ
ー
ビ
ス
と
宿
泊
・
飲

食
サ
ー
ビ
ス
が
10
㌽
以
上
の

上
昇
と
な
っ
た
。

　

中
小
企
業
は
製
造
業
が
１

㌽
上
昇
し
プ
ラ
ス
12
、
非
製

造
業
が
１
㌽
下
降
し
プ
ラ
ス

21
と
な
っ
た
。
先
行
き
は
い

ず
れ
も
後
退
す
る
予
想
。

　

‌【
設
備
投
資
】�​

25
年
度
計

画
は
下
方
修
正
し
、
製
造
業

が
71
・
５
％
増
、
非
製
造
業

は
20
・
２
％
減
で
全
体
は
５
・

１
％
増
。
一
方
、
26
年
度
は

製
造
業
８
・
４
％
減
、
非
製

造
業
10
・
６
％
増
で
全
体
は

２
％
増
。

　

中
小
企
業
は
25
年
度
が
製

造
業
28
・
７
％
増
、
非
製
造

業
17
・
５
％
減
で
全
体
は
０
・

３
％
減
。
26
年
度
は
製
造
業

12
・
８
％
減
、
非
製
造
業

24
・
３
％
増
で
全
体
は
６
・

５
％
増
と
み
て
い
る
。

　

‌【
雇
用
人
員
判
断
Ｄ
・
Ｉ

（
過
剰
―
不
足
）】�​

不
足
感
が

製
造
業
で
９
㌽
強
ま
り
マ
イ

ナ
ス
26
と
な
っ
た
が
、
非
製

造
業
は
５
㌽
和
ら
い
で
マ
イ

ナ
ス
42
と
な
っ
た
。
先
行
き

は
、
い
ず
れ
も
不
足
超
が
進

む
と
み
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
東
北

震
災
復
興
支
援
本
部
は
、
双

葉
町
が
長
塚
・
中
野
地
区
を

中
心
に
構
想
し
て
い
る
新
産

業
団
地
整
備
で
、
事
業
化
に

向
け
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
事
業

ス
キ
ー
ム
な
ど
土
地
利
用
計

画
と
基
本
構
想
を
検
討
す
る

た
め
１
日
、
業
務
委
託
の
簡

易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

公
示
し
た
。

　

同
町
は
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
で
、
中
野
地
区
を
産
業

拠
点
と
位
置
付
け
、
新
た
な

産
業
・
雇
用
の
場
と
な
る
中

野
地
区
復
興
産
業
拠
点
を
整

備
し
た
。
同
拠
点
は
全
体
面

積
49
・
６
㌶
で
、
う
ち
34
・

３
㌶
が
企
業
貸
付
用
地
。
７

割
が
既
に
埋
ま
っ
て
お
り
、

今
後
の
引
き
合
い
も
多
い
こ

と
か
ら
、
町
内
で
さ
ら
に
働

く
場
を
創
出
す
る
た
め
事
業

化
を
探
る
。

　

第
３
次
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
で
、
中
野
地
区
産
業
拠

点
の
拡
張
エ
リ
ア
に
位
置
付

け
た
同
拠
点
西
側
（
長
塚
・

中
野
地
区
）
を
中
心
に
検
討

す
る
。
拡
張
用
地
内
で
の
団

地
面
積
は
10
～
30
㌶
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
企
業
ニ
ー
ズ

も
踏
ま
え
て
整
理
す
る
。
産

業
用
地
と
合
わ
せ
て
周
辺
地

域
に
お
け
る
住
宅
需
要
も
調

査
す
る
。

　

公
募
対
象
者
は
、
Ｕ
Ｒ
東

日
本
地
区
「
調
査
」
資
格
登

録
者
で
、
技
術
要
件
が
２
０

１
６
年
度
以
降
に
完
了
し
た

公
的
機
関
発
注
の
産
業
団
地

（
工
業
団
地
、
業
務
団
地
、

産
業
立
地
等
）
の
①
事
業
化

検
討
か
②
基
本
構
想
検
討
業

務
履
行
実
績
。
特
定
テ
ー
マ

は
「
原
子
力
災
害
被
災
地
に

お
い
て
、
復
興
拠
点
と
な
る

産
業
団
地
を
整
備
す
る
た
め

の
事
業
化
検
討
の
進
め
方
、

留
意
点
」
と
す
る
。

　

参
加
表
明
書
提
出
期
限
４

月
15
日
。
評
価
点
の
高
い
応

募
者
か
ら
原
則
３
者
を
指
名

す
る
。
技
術
提
案
書
は
５
月

13
日
ま
で
提
出
。
特
定
者
と

６
月
２
日
に
見
積
も
り
合
わ

せ
を
行
う
予
定
。

　

業
務
範
囲
は
①
上
位
計
画

（
県
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
町

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
福

島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
等
）
に
お
け
る
位

置
付
け
の
整
理
②
現
況
整
理

③
用
途
別
の
前
提
条
件
整
理

＝
産
業
団
地
に
お
け
る
想
定

業
種
・
需
要
（
区
画
数
、
区

画
規
模
等
）、
住
宅
用
地
に

お
け
る
想
定
入
居
者
・
需
要

の
検
討
④
土
地
利
用
計
画
、

導
入
機
能
の
検
討
＝
事
業
区

域
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
・
土
地

利
用
計
画
案
・
導
入
施
設
案

の
検
討
⑤
財
源
、
事
業
ス
キ

ー
ム
等
の
検
討
、
全
体
ス
カ

ジ
ュ
ー
ル
案
作
成
⑥
基
本
構

想
案
の
作
成
＝
基
本
理
念

案
、
コ
ン
セ
プ
ト
案
、
基
本

構
想
案
⑦
基
盤
整
備
の
検
討

＝
基
盤
整
備
方
針
案
の
検

討
、
課
題
整
理
⑧
概
算
事
業

費
の
算
出
⑨
事
業
化
に
係
る

課
題
の
整
理
―
等
。
参
考
業

務
規
模
（
税
込
）
２
７
０
０

万
円
。
履
行
期
間
27
年
３
月

15
日
ま
で
。

　

東
日
本
高
速
道
路
は
１
日

付
で
、
２
０
２
６
年
度
の
工

事
等
発
注
見
通
し
を
公
表
し

た
。

　

本
県
関
係
の
工
事
は
、
東

北
支
社
発
注
分
９
件
と
新
潟

支
社
が
２
件
。
想
定
規
模
13

億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
額
未

満
の
工
事
で
、
東
北
支
社
が

常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化

（
付
加
車
線
）
に
伴
う
相
馬

市
・
馬
藩
沢
橋
ほ
か
２
橋
の

鋼
上
部
工
を
第
２
四
半
期
に

公
告
す
る
。

　

新
潟
支
社
は
磐
越
道
・
西

会
津
～
津
川
間
の
４
車
線
化

で
、
野
沢
工
区
８
・
８
㌔
内

に
建
設
す
る
４
橋
梁
の
う

ち
、
中
野
川
橋
下
部
工
（
工

事
延
長
約
１
・
５
㌔
、
切
盛

土
量
約
２
万
立
方
㍍
、橋
台
・

橋
脚
約
10
基
ほ
か
）
を
第
１

四
半
期
、安
座
川
橋
工
事（
延

長
約
０
・
２
㌔
、
橋
台
・
橋

脚
約
５
基
、
Ｒ
Ｃ
上
部
工
約

１
０
０
０
平
方
㍍
）
を
第
３

四
半
期
に
公
告
予
定
。
工
種

は
２
件
と
も
土
木
。

　

業
務
の
発
注
予
定
は
、
東

北
支
社
が
磐
越
道
・
関
都
橋

床
版
補
修
設
計
な
ど
14
件
、

新
潟
支
社
が
２
件
。

　

環
境
省
福
島
地
方
環
境
事

務
所
は
、
１
日
現
在
の
発
注

見
通
し
を
公
表
し
た
。
工
事

12
件
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
７
件
）、

業
務
２
件
。

　

発
注
規
模
50
億
円
以
上

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
）
は
４
件
。

第
２
四
半
期
に
浪
江
町
特
定

帰
還
居
住
区
域
被
災
建
物
等

解
体
撤
去
・
除
染
等
そ
の
５

（
家
屋
解
体
＝
一
般
住
宅
約

２
０
０
件
、
大
型
解
体
約
１

万
５
０
０
０
平
方
㍍
、
除
染

６
０
０
㌶
。
工
期
29
カ
月
）、

富
岡
町
同
そ
の
３
（
一
般
解

体
約
40
件
、
大
型
解
体
約
１

万
５
０
０
０
平
方
㍍
。
除
染

約
62
㌶
、
８
カ
月
）、
第
４

四
半
期
に
中
間
貯
蔵
大
熊
地

区
受
入
分
別
処
理
・
貯
蔵（
除

去
土
壌
分
別
処
理
、
埋
立
貯

蔵
工
。
49
カ
月
）、
中
間
貯

蔵
浸
出
水
処
理
設
備
設
置

（
浸
出
水
処
理
設
備
撤
去
・

新
設
５
基
。
38
カ
月
）
を
総

合
評
価
方
式
で
入
札
す
る
。

　

ま
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
（
15
～

30
億
円
）
で
中
間
貯
蔵
大
熊

双
葉
地
区
家
屋
等
解
体
（
一

般
住
宅
解
体
約
２
１
０
棟
。

28
カ
月
）、
中
間
貯
蔵
大
熊

地
区
同
（
同
２
２
０
棟
。
28

カ
月
）
と
、
９
～
15
億
円
の

中
間
貯
蔵
浪
江
地
区
除
去
土

壌
等
輸
送
そ
の
１
（
浪
江
地

区
仮
置
場
か
ら
の
輸
送
約

８
・
３
万
袋
。
12
カ
月
）
を

第
２
四
半
期
に
総
合
評
価
方

式
で
入
札
す
る
。

画期的!!
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特別管理産業廃棄物収集運搬業

水をたっぷり含んだ
高含水汚泥を最新の
技術と性能で処理！

アスベスト含有分析・粉塵測定アスベスト含有分析・粉塵測定
作業環境測定機関７ー16号作業環境測定機関７ー16号
東北ビルハード㈱分析センター東北ビルハード㈱分析センター

アスベスト処理

ダイオキシン対策（焼却炉解体）

（超高圧水・ウォータージェットによる
煙突内カポスタック撤去）

アスベスト含有分析・粉塵測定
作業環境測定機関７ー16号
東北ビルハード㈱分析センター
●石綿作業主任者在籍　　　31名
●A・Bランク分析技術者在籍　２名
　（クロスチェック事業・認定事業所）
●建築物石綿含有建材調査者
　（国土交通省認定）　  在籍 18名

東北ビルハード株式会社
ISO  9001認証取得ISO14001

〒963-8071　郡山市富久山町久保田字我妻84-7

TEL（024）921-6333㈹
FAX（024）921-6331
U R L　http://www.tbhkk.co.jp
E-mail　info@.tbhkk.co.jp

い　　わ　　き　TEL 0246-96-6461 FAX 0246-96-6111
福　　　　　島　TEL 024-591-5880 FAX 024-591-5881
会　　　　　津　TEL 0242-58-3849 FAX 0242-58-3892
白　　　　　河　TEL 0248-48-0208 FAX 0248-48-0228
日　　　　　立　TEL 0294-53-2822 FAX 0294-53-2823
キャスト事業部　TEL 024-965-1851 FAX 024-965-1852
つ　　く　　ば　TEL 029-829-3021 FAX 029-829-3022
あっとほーむケアサービス　TEL 0246-75-1535 FAX 0246-96-6111

〒971-8183　いわき市泉町下川字八合52
TEL（0246）96-6461 FAX（0246）96-6111

運転技能講習
福島労働局長登録教習機関

〒963-0725　福島県郡山市田村町金屋字孫右ェ門平28-1

http://www.koriyamazidoshagakko.co.jp
TEL.024-942-7522㈹FAX.024-954-5355

ドローン講習
実施中！

フォークリフト・玉掛け・小型移動式クレーン運転
高所作業車・車輌系建設機械（整地等）・（解体用）
不整地運搬車

不整地運搬車技能講習不整地運搬車技能講習不整地運搬車技能講習


